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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　活物質を含む正極と、負極と、電解液とを備え、
　前記活物質は、一次粒子である複数の活物質粒子と、炭素材料とを含み、
　前記活物質粒子は、下記の式（１）で表されるポリアニオン系化合物を含み、
　前記炭素材料は、前記活物質粒子の表面に存在する第１炭素材料と、前記第１炭素材料
が設けられた前記活物質粒子の粒子間に存在する第２炭素材料とを含み、
　全有機炭素量（ＴＯＣ：Total Organic Carbon）分析法により測定される前記活物質の
全炭素量をＡ、Ｘ線光電子分光法（ＸＰＳ：X-ray Photoelectron Spectroscopy）により
測定される前記活物質の表面炭素量をＢとしたとき、比Ｂ／Ａは７＜Ｂ／Ａ＜１１．５を
満たし、
　ＢＥＴ１点法により測定される前記活物質の比表面積をＣ、給油量測定法（ＪＩＳ　Ｋ
５１０１－１３－１）により測定されるＮ－メチル－２－ピロリドンの前記活物質に対す
る給油量をＤとしたとき、比Ｄ／Ｃは１．５＜Ｄ／Ｃ≦２を満たす、
　二次電池。
　Ｌｉa Ｍb ＸＯc Ｙd 　・・・（１）
（Ｍは少なくとも１種類の遷移金属元素であり、Ｘはリン（Ｐ）、ヒ素（Ａｓ）、ケイ素
（Ｓｉ）、硫黄（Ｓ）、バナジウム（Ｖ）、モリブデン（Ｍｏ）およびタングステン（Ｗ
）のうちの少なくとも１種類の元素であり、Ｙは少なくとも１種類のハロゲン元素である
。ａ～ｄは０＜ａ≦２、０＜ｂ≦１、０＜ｃ≦４および０≦ｄ≦１を満たす。）
【請求項２】
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　前記Ｍは鉄（Ｆｅ）、コバルト（Ｃｏ）、マンガン（Ｍｎ）およびニッケル（Ｎｉ）の
うちの少なくとも１種であり、
　前記Ｘはケイ素（Ｓｉ）およびリン（Ｐ）のうちの少なくとも一方であり、
　前記Ｙはフッ素（Ｆ）、塩素（Ｃｌ）、臭素（Ｂｒ）およびヨウ素（Ｉ）のうちの少な
くとも１種である、
　請求項１記載の二次電池。
【請求項３】
　前記ＸはＰである、
　請求項１または請求項２に記載の二次電池。
【請求項４】
　前記ポリアニオン系化合物は下記の式（２）で表される、
　請求項１ないし請求項３のいずれか１項に記載の二次電池。
　ＬｉＭｎe Ｚ1-e ＰＯ4 　・・・（２）
（ＺはＦｅ、ＣｏおよびＮｉのうちの少なくとも１種類である。ｅは０＜ｅ≦１を満たす
。）
【請求項５】
　前記ＺはＦｅである、
　請求項４記載の二次電池。
【請求項６】
　前記ｅは０．５≦ｅ≦０．９を満たす、
　請求項５記載の二次電池。
【請求項７】
　充電電圧の上限値は３．９Ｖ以上４．４Ｖ以下である、
　請求項１ないし請求項６のいずれか１項に記載の二次電池。
【請求項８】
　リチウム二次電池である、
　請求項１ないし請求項７のいずれか１項に記載の二次電池。
【請求項９】
　活物質を含み、
　前記活物質は、一次粒子である複数の活物質粒子と、炭素材料とを含み、
　前記活物質粒子は、下記の式（１）で表されるポリアニオン系化合物を含み、
　前記炭素材料は、前記活物質粒子の表面に存在する第１炭素材料と、前記第１炭素材料
が設けられた前記活物質粒子の粒子間に存在する第２炭素材料とを含み、
　全有機炭素量（ＴＯＣ：Total Organic Carbon）分析法により測定される前記活物質の
全炭素量をＡ、Ｘ線光電子分光法（ＸＰＳ：X-ray Photoelectron Spectroscopy）により
測定される前記活物質の表面炭素量をＢとしたとき、比Ｂ／Ａは７＜Ｂ／Ａ＜１１．５を
満たし、
　ＢＥＴ１点法により測定される前記活物質の比表面積をＣ、給油量測定法（ＪＩＳ　Ｋ
５１０１－１３－１）により測定されるＮ－メチル－２－ピロリドンの前記活物質に対す
る給油量をＤとしたとき、比Ｄ／Ｃは１．５＜Ｄ／Ｃ≦２を満たす、
　二次電池用電極。
　Ｌｉa Ｍb ＸＯc Ｙd 　・・・（１）
（Ｍは少なくとも１種類の遷移金属元素であり、Ｘはリン（Ｐ）、ヒ素（Ａｓ）、ケイ素
（Ｓｉ）、硫黄（Ｓ）、バナジウム（Ｖ）、モリブデン（Ｍｏ）およびタングステン（Ｗ
）のうちの少なくとも１種類の元素であり、Ｙは少なくとも１種類のハロゲン元素である
。ａ～ｄは０＜ａ≦２、０＜ｂ≦１、０＜ｃ≦４および０≦ｄ≦１を満たす。）
【請求項１０】
　一次粒子である複数の活物質粒子と、炭素材料とを含み、
　前記活物質粒子は、下記の式（１）で表されるポリアニオン系化合物を含み、
　前記炭素材料は、前記活物質粒子の表面に存在する第１炭素材料と、前記第１炭素材料
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が設けられた前記活物質粒子の粒子間に存在する第２炭素材料とを含み、
　全有機炭素量（ＴＯＣ：Total Organic Carbon）分析法により測定される前記活物質の
全炭素量をＡ、Ｘ線光電子分光法（ＸＰＳ：X-ray Photoelectron Spectroscopy）により
測定される前記活物質の表面炭素量をＢとしたとき、比Ｂ／Ａは７＜Ｂ／Ａ＜１１．５を
満たし、
　ＢＥＴ１点法により測定される前記活物質の比表面積をＣ、給油量測定法（ＪＩＳ　Ｋ
５１０１－１３－１）により測定されるＮ－メチル－２－ピロリドンの前記活物質に対す
る給油量をＤとしたとき、比Ｄ／Ｃは１．５＜Ｄ／Ｃ≦２を満たす、
　二次電池用活物質。
　Ｌｉa Ｍb ＸＯc Ｙd 　・・・（１）
（Ｍは少なくとも１種類の遷移金属元素であり、Ｘはリン（Ｐ）、ヒ素（Ａｓ）、ケイ素
（Ｓｉ）、硫黄（Ｓ）、バナジウム（Ｖ）、モリブデン（Ｍｏ）およびタングステン（Ｗ
）のうちの少なくとも１種類の元素であり、Ｙは少なくとも１種類のハロゲン元素である
。ａ～ｄは０＜ａ≦２、０＜ｂ≦１、０＜ｃ≦４および０≦ｄ≦１を満たす。）
【請求項１１】
　二次電池と、
　その二次電池の使用状態を制御する制御部と、
　その制御部の指示に応じて前記二次電池の使用状態を切り換えるスイッチ部と
　を備え、
　前記二次電池は、活物質を含む正極と、負極と、電解液とを備え、
　前記活物質は、一次粒子である複数の活物質粒子と、炭素材料とを含み、
　前記活物質粒子は、下記の式（１）で表されるポリアニオン系化合物を含み、
　前記炭素材料は、前記活物質粒子の表面に存在する第１炭素材料と、前記第１炭素材料
が設けられた前記活物質粒子の粒子間に存在する第２炭素材料とを含み、
　全有機炭素量（ＴＯＣ：Total Organic Carbon）分析法により測定される前記活物質の
全炭素量をＡ、Ｘ線光電子分光法（ＸＰＳ：X-ray Photoelectron Spectroscopy）により
測定される前記活物質の表面炭素量をＢとしたとき、比Ｂ／Ａは７＜Ｂ／Ａ＜１１．５を
満たし、
　ＢＥＴ１点法により測定される前記活物質の比表面積をＣ、給油量測定法（ＪＩＳ　Ｋ
５１０１－１３－１）により測定されるＮ－メチル－２－ピロリドンの前記活物質に対す
る給油量をＤとしたとき、比Ｄ／Ｃは１．５＜Ｄ／Ｃ≦２を満たす、
　電池パック。
　Ｌｉa Ｍb ＸＯc Ｙd 　・・・（１）
（Ｍは少なくとも１種類の遷移金属元素であり、Ｘはリン（Ｐ）、ヒ素（Ａｓ）、ケイ素
（Ｓｉ）、硫黄（Ｓ）、バナジウム（Ｖ）、モリブデン（Ｍｏ）およびタングステン（Ｗ
 ）のうちの少なくとも１種類の元素であり、Ｙは少なくとも１種類のハロゲン元素であ
る。ａ～ｄは０＜ａ≦２、０＜ｂ≦１、０＜ｃ≦４および０≦ｄ≦１を満たす。）
【請求項１２】
　二次電池と、
　その二次電池から供給された電力を駆動力に変換する変換部と、
　その駆動力に応じて駆動する駆動部と、
　前記二次電池の使用状態を制御する制御部と
　を備え、
　前記二次電池は、活物質を含む正極と、負極と、電解液とを備え、
　前記活物質は、一次粒子である複数の活物質粒子と、炭素材料とを含み、
　前記活物質粒子は、下記の式（１）で表されるポリアニオン系化合物を含み、
　前記炭素材料は、前記活物質粒子の表面に存在する第１炭素材料と、前記第１炭素材料
が設けられた前記活物質粒子の粒子間に存在する第２炭素材料とを含み、
　全有機炭素量（ＴＯＣ：Total Organic Carbon）分析法により測定される前記活物質の
全炭素量をＡ、Ｘ線光電子分光法（ＸＰＳ：X-ray Photoelectron Spectroscopy）により
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測定される前記活物質の表面炭素量をＢとしたとき、比Ｂ／Ａは７＜Ｂ／Ａ＜１１．５を
満たし、
　ＢＥＴ１点法により測定される前記活物質の比表面積をＣ、給油量測定法（ＪＩＳ　Ｋ
５１０１－１３－１）により測定されるＮ－メチル－２－ピロリドンの前記活物質に対す
る給油量をＤとしたとき、比Ｄ／Ｃは１．５＜Ｄ／Ｃ≦２を満たす、
　電動車両。
　Ｌｉa Ｍb ＸＯc Ｙd 　・・・（１）
（Ｍは少なくとも１種類の遷移金属元素であり、Ｘはリン（Ｐ）、ヒ素（Ａｓ）、ケイ素
（Ｓｉ）、硫黄（Ｓ）、バナジウム（Ｖ）、モリブデン（Ｍｏ）およびタングステン（Ｗ
）のうちの少なくとも１種類の元素であり、Ｙは少なくとも１種類のハロゲン元素である
。ａ～ｄは０＜ａ≦２、０＜ｂ≦１、０＜ｃ≦４および０≦ｄ≦１を満たす。）
【請求項１３】
　二次電池と、
　その二次電池から電力を供給される１または２以上の電気機器と、
　前記二次電池からの前記電気機器に対する電力供給を制御する制御部と
　を備え、
　前記二次電池は、活物質を含む正極と、負極と、電解液とを備え、
　前記活物質は、一次粒子である複数の活物質粒子と、炭素材料とを含み、
　前記活物質粒子は、下記の式（１）で表されるポリアニオン系化合物を含み、
　前記炭素材料は、前記活物質粒子の表面に存在する第１炭素材料と、前記第１炭素材料
が設けられた前記活物質粒子の粒子間に存在する第２炭素材料とを含み、
　全有機炭素量（ＴＯＣ：Total Organic Carbon）分析法により測定される前記活物質の
全炭素量をＡ、Ｘ線光電子分光法（ＸＰＳ：X-ray Photoelectron Spectroscopy）により
測定される前記活物質の表面炭素量をＢとしたとき、比Ｂ／Ａは７＜Ｂ／Ａ＜１１．５を
満たし、
　ＢＥＴ１点法により測定される前記活物質の比表面積をＣ、給油量測定法（ＪＩＳ　Ｋ
５１０１－１３－１）により測定されるＮ－メチル－２－ピロリドンの前記活物質に対す
る給油量をＤとしたとき、比Ｄ／Ｃは１．５＜Ｄ／Ｃ≦２を満たす、
　電力貯蔵システム。
　Ｌｉa Ｍb ＸＯc Ｙd 　・・・（１）
（Ｍは少なくとも１種類の遷移金属元素であり、Ｘはリン（Ｐ）、ヒ素（Ａｓ）、ケイ素
（Ｓｉ）、硫黄（Ｓ）、バナジウム（Ｖ）、モリブデン（Ｍｏ）およびタングステン（Ｗ
）のうちの少なくとも１種類の元素であり、Ｙは少なくとも１種類のハロゲン元素である
。ａ～ｄは０＜ａ≦２、０＜ｂ≦１、０＜ｃ≦４および０≦ｄ≦１を満たす。）
【請求項１４】
　二次電池と、
　その二次電池から電力を供給される可動部と
　を備え、
　前記二次電池は、活物質を含む正極と、負極と、電解液とを備え、
　前記活物質は、一次粒子である複数の活物質粒子と、炭素材料とを含み、
　前記活物質粒子は、下記の式（１）で表されるポリアニオン系化合物を含み、
　前記炭素材料は、前記活物質粒子の表面に存在する第１炭素材料と、前記第１炭素材料
が設けられた前記活物質粒子の粒子間に存在する第２炭素材料とを含み、
　全有機炭素量（ＴＯＣ：Total Organic Carbon）分析法により測定される前記活物質の
全炭素量をＡ、Ｘ線光電子分光法（ＸＰＳ：X-ray Photoelectron Spectroscopy）により
測定される前記活物質の表面炭素量をＢとしたとき、比Ｂ／Ａは７＜Ｂ／Ａ＜１１．５を
満たし、
　ＢＥＴ１点法により測定される前記活物質の比表面積をＣ、給油量測定法（ＪＩＳ　Ｋ
５１０１－１３－１）により測定されるＮ－メチル－２－ピロリドンの前記活物質に対す
る給油量をＤとしたとき、比Ｄ／Ｃは１．５＜Ｄ／Ｃ≦２を満たす、
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　電動工具。
　Ｌｉa Ｍb ＸＯc Ｙd 　・・・（１）
（Ｍは少なくとも１種類の遷移金属元素であり、Ｘはリン（Ｐ）、ヒ素（Ａｓ）、ケイ素
（Ｓｉ）、硫黄（Ｓ）、バナジウム（Ｖ）、モリブデン（Ｍｏ）およびタングステン（Ｗ
）のうちの少なくとも１種類の元素であり、Ｙは少なくとも１種類のハロゲン元素である
。ａ～ｄは０＜ａ≦２、０＜ｂ≦１、０＜ｃ≦４および０≦ｄ≦１を満たす。）
【請求項１５】
　二次電池を電力供給源として備え、
　前記二次電池は、活物質を含む正極と、負極と、電解液とを備え、
　前記活物質は、一次粒子である複数の活物質粒子と、炭素材料とを含み、
　前記活物質粒子は、下記の式（１）で表されるポリアニオン系化合物を含み、
　前記炭素材料は、前記活物質粒子の表面に存在する第１炭素材料と、前記第１炭素材料
が設けられた前記活物質粒子の粒子間に存在する第２炭素材料とを含み、
　全有機炭素量（ＴＯＣ：Total Organic Carbon）分析法により測定される前記活物質の
全炭素量をＡ、Ｘ線光電子分光法（ＸＰＳ：X-ray Photoelectron Spectroscopy）により
測定される前記活物質の表面炭素量をＢとしたとき、比Ｂ／Ａは７＜Ｂ／Ａ＜１１．５を
満たし、
　ＢＥＴ１点法により測定される前記活物質の比表面積をＣ、給油量測定法（ＪＩＳ　Ｋ
５１０１－１３－１）により測定されるＮ－メチル－２－ピロリドンの前記活物質に対す
る給油量をＤとしたとき、比Ｄ／Ｃは１．５＜Ｄ／Ｃ≦２を満たす、
　電子機器。
　Ｌｉa Ｍb ＸＯc Ｙd 　・・・（１）
（Ｍは少なくとも１種類の遷移金属元素であり、Ｘはリン（Ｐ）、ヒ素（Ａｓ）、ケイ素
（Ｓｉ）、硫黄（Ｓ）、バナジウム（Ｖ）、モリブデン（Ｍｏ）およびタングステン（Ｗ
）のうちの少なくとも１種類の元素であり、Ｙは少なくとも１種類のハロゲン元素である
。ａ～ｄは０＜ａ≦２、０＜ｂ≦１、０＜ｃ≦４および０≦ｄ≦１を満たす。）
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４１】
　第２手順では、正極３３に正極リード３１を取り付けると共に、負極３４に負極リード
３２を取り付ける。続いて、セパレータ３５を介して正極３３と負極３４とを積層してか
ら巻回させて、巻回電極体３０の前駆体である巻回体を作製したのち、その最外周部に保
護テープ３７を貼り付ける。続いて、２枚のフィルム状の外装部材４０の間に巻回体を配
置したのち、熱融着法などを用いて一辺の外周縁部を除いた残りの外周縁部を接着させて
、袋状の外装部材４０の内部に巻回体を収納する。続いて、電解液と、高分子化合物の原
料であるモノマーと、重合開始剤と、さらに重合禁止剤などの他の材料とを混合して、電
解質用組成物を調製する。続いて、袋状の外装部材４０の内部に電解質用組成物を注入し
たのち、熱融着法などを用いて外装部材４０を密封する。続いて、モノマーを熱重合させ
て、高分子化合物を形成する。これにより、高分子化合物に電解液が含浸され、その高分
子化合物がゲル化するため、電解質層３６が形成される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７４】
　この電力貯蔵システムでは、例えば、外部電源である集中型電力系統９７からスマート
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メータ９２およびパワーハブ９３を介して電源９１に電力が蓄積されると共に、独立電源
である自家発電機９５からパワーハブ９３を介して電源９１に電力が蓄積される。この電
源９１に蓄積された電力は、制御部９０の指示に応じて電気機器９４および電動車両９６
に供給されるため、その電気機器９４が稼働可能になると共に、電動車両９６が充電可能
になる。すなわち、電力貯蔵システムは、電源９１を用いて、家屋８９内における電力の
蓄積および供給を可能にするシステムである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８８】
　サイクル特性を調べる場合には、電池状態を安定化させるために常温環境中（２３℃）
において二次電池を１サイクル充放電させたのち、同環境中において二次電池をさらに１
サイクル充放電させて放電容量を測定した。続いて、同環境中においてサイクル数の合計
が３００サイクルになるまで充放電を繰り返して放電容量を測定した。この結果から、サ
イクル維持率（％）＝（３００サイクル目の放電容量／２サイクル目の放電容量）×１０
０を算出した。充電時には、１Ｃの電流で上限電圧が４．２Ｖに到達するまで定電流充電
したのち、４．２Ｖの電圧で電流が０．０５Ｃに到達するまで定電圧充電した。放電時に
は、１Ｃの電流で終止電圧２．５Ｖに到達するまで定電流放電した。「１Ｃ」とは、電池
容量（理論容量）を１時間で放電しきる電流値であり、「０．０５Ｃ」とは、電池容量を
２０時間で放電しきる電流値である。
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